




エアエコをよりご理解頂くために

［メーカーの⽅針］
⾃然の効⼒を活かし、エアエコが世界の環境問題の解決の⼩さな⼀翼を担うため
１⽇でも早く社会に普及させるため、複雑なセールスモデルを回避し、最適な⾦額
でお客様に届けることを⽬指しております。 <202411作成＞

［吸引⼝の70%⽬途の⾯積をカバーする設置について］
エアエコは、空気抵抗を減少する事で熱交換率を向上する仕組みです。本来吸
引する100%の気流にマイナスイオンを接触させて熱交換をすることが望ましいので
すが、エアエコ⾃体が吸引の妨げにもなります。その接触による電気効率向上と吸
引⼒をUPするために利⽤する電気代との最適なバランスが必要となり、試験も重
ねた結果、エアエコは吸引⼝の約70%程度覆う事が最適とわかりました。

［営業活動経過］
モンモリロナイトにより除電効果が発⽣する事で節電の効果がある事は確認されて
おりますが、エアコンの吸気⼝に設置するのみで⾼性能な節電効果を発揮し1年以
内前後の投資で回収できる商材が故に疑問もあり、販売総代理店の防除研究所と
アース環境サービス㈱資材部は、両社の管理下の中、製品の⽐較実証試験を⾏い
ました。その結果、特許技術に相当する成果がある事（空調機の電気代削減効
果）が確認され、2024年6⽉に販売を開始することとなった。⼜、同年９⽉には、
アース環境サービス㈱の彩都総合研究所の⼀部エリアでも試験を実施し15.34％
の削減効果結果が確認されました。

［商材STORY］
節電パネルは、トルマリンやセラミック等を利⽤したものや、ここ数年前においては
コンティニューム社が特殊天然鉱物のモンモリロナイトを利⽤し特許を取得した技術
を開発し販売されています。ここ数年の酷暑や電気代⾼騰等の対策として、時代
にマッチした良い企画製品ですので注⽬度が上昇しております。
サンライズコーポレーション社は、マイナスイオンが豊富なモンモリロナイトを利⽤した
節電パネルに感銘を受け、樹脂素材の選定や鉱物の含有量の調整等を３年に
渡り研究を重ね、マイナス電位を1.5倍増加する事で空気抵抗を減少させ吸気量
を増加させる事で熱交換率向上(除電性能UP)に成功しました。2023年7⽉に
次世代の節電パネルとして特許を取得。このエアエコの技術は、⼤⼿⾃動⾞メー
カーで利⽤されている技術の応⽤になりますので安⼼度も⾼いものです。
空調機は、年中ほぼ利⽤されており、冬季期間は利⽤時間が⻑く、外気温との差
がある事で電気を多く利⽤します。エアエコは、冬場の静電気が多く発⽣する時期に
特に⾼い効果を発揮します。天然特殊鉱物による除電機能を果たす環境に良い
節電パネルを最⼤化した最終系としてご提案させて頂いております。


